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さまざまな挿話を提供して，読者に新商品の開発や，難交
渉の解決，話題づくりのヒントにしていただくということ
を狙いとする読み物．缶詰，びん詰，レトルト食品を念頭
に捕物控から拾い出して紹介するが，連想のままずれてゆ
くことがあってもご愛敬ということで．
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続・琴川渉捕物控
　第18回　初志貫徹した松田雅典
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最近の国産タケノコ原料および
タケノコ水煮缶詰の供給動向について

国産タケノコ水煮は，消費者の国産志向の高まりから需要
は高い．しかし，原料事情等により生産，販売の両面で非
常に厳しい環境にある．本稿では，転換期に差し掛かった
最近の国産タケノコ原料およびタケノコ水煮缶詰の供給動向
について，主産地福岡県の状況を踏まえつつ解説する．
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缶詰，びん詰，レトルト食品生産数量

43………………………………………………………　（2019年１～６月期１次集計分速報）

2019年１～６月期の缶びん詰生産は93万トン（14,476万
箱．実箱）で，前年対比101.6％となっている．内訳は，丸
缶91万トン，13,983万箱（飲料を除いた丸缶では8.9万トン，
1,167万箱），大缶1.0万トン，55万箱，びん詰2.0万トン，
437万箱となっている．レトルト食品の生産は，14.6万トン
（2,229万箱）で前年対比96.7％となっている．

今月号の「企業最前線～経営者に聞く～」は休載となります．


